
●仮面の被害者

「部長はＡの昇格人事に異議を唱え
た、と漏れ聞こえていますが…」
Ａの上司であるＢ課長は、Ｃ部長に
やんわりと不満を告げた。部長が部門
を統括する立場とは言え、自分が考慮
した部下の人事評価について、一言の
説明も無く、全く異なる判断をしたこ
とが、不愉快だった。
「いや、これには深い訳があって…」
「その、訳というのは？…」
「…それは、いま言うことは、申し訳
ないが、できない…」
「できない…！？それでは彼が…」
「いずれ話すことができる時が来るか
と思う…」
Ｂ課長は釈然としない思いのまま、
この話をＡに何と伝えればいいのか、
考えがまとまらない。
間もなく辞令が発せられ、Ａは上司
のＢに噛みついた。
「どういうことですか？」
「私にも分からない…」
「分からない、って…そんな…」
「…だが」
と、つい思わず言いかけて思いとど
まった。
「だが、何ですか」
「…」
「私は、なぜ昇格が撤回されたのか、
その理由を知りたいんです！」
「…ここだけの話にしてくれ」
「…」
「おそらく、部長の意向だ」
「ぶ、部長…！？なぜ部長が…」
「私にも分からない…」
その刹那、Ａは、背中から部長に鋭
い一撃をくらわされたような衝撃で、
卒倒しそうになった。
「きっと…部長は私のことが気に入ら
ないんだと思います…」
「気に入らない？たったそれだけのこ
とで、部長がそんな判断をするとは思
えないが…」
「たぶんＤです。Ｄが、何かを部長に
話したんです」
「Ｄ…！？何で彼女がこの問題に関係
があるのか…？」
「最近、Ｃ部長とＤは、何か頻繁に話
をしているようじゃないですか、しか
も二人だけで…」
「そう言われれば…」

「しかも、先月か
ら、明らかに私の
業務とＤをかぶら
ないようにしてい
るでしょう」
「確かに…Ｃ部長
から、君の業務を
スケジュールに細
かく書くように指
示された…」

「そうです。きっとＤは、私につい
て、あることないことをＣ部長に告げ
て、私を避けるように仕向けているん
です。Ｃ部長とＤは、なにかあるんじ
ゃないですか？」
「…だが、にわかに信じがたいが…」
「そのために、私の評価まで捻じ曲げ
られるなんて、納得ができません」
「分かった。もう一度、部長と話をし
てみよう」
Ａは必死だった。背中に冷たいもの
が流れ落ちていた。
「だから、当分は言えないと…」
「そうは言っても、Ａが納得していま
せん」
Ｂ課長は食い下がった。
「彼は、部長とＤの間で、何かがある
のではないか、と…」
「…私が、Ｄと…」
Ｃ部長は思わず顔を曇らせた。
「Ａは、ほかに何か言っているのか」
「いえ、ただ納得ができない、と」
「…フン、納得ができない、か」
「Ｄは、何を部長と話しているんです
か？それがＡの評価に関係があるので
あれば、説明をすべきです」
「確かに大いに関係がある。しかし、
これはＤのプライベート問題であり、
Ｄ自身が口外しないよう求めている」
「Ｄのプライベート！？お言葉です
が、それはＣ部長のご意向でもあるの
ではないですか？」
「その通り、最終的には私の判断だ」
「そうですか…では、私も私の判断で
対応を考えたいと思います」
「どういう意味だ？」
「言葉通りです」
気まずい雰囲気のまま、Ｃ部長との
やり取りを終わらせてしまったＢ課長
だったが、やはり引っかかるのはＤが
Ａのことについて、いったい何をＣ部
長に話したのか、その内容だった。そ
のために部下のＡの評価が覆ったので
あれば、由々しきことだ、とＢ課長は
考え、思い切ってＤに直接話をするこ
とにした。
Ｄは終始おびえた様子で、Ｂが何を
言い出すのか、おどおどと様子を伺っ
ている。
「君がＣ部長に話したＡに関すること
で、Ａの人事評価が大きく影響を受け
ている。Ａの上司として、私はその内
容を知る必要がある。話してくれない
だろうか…？」

「それは…」
Ｄは口籠った。
「何か彼に対して、思うところがある
のか？」
「…」
Ｄは今にも泣きだしそうだった。
「黙っていては分からない。何か問題
はないのか、Ａ自身もこれからどうす
ればいいのか、私もフォローすること
ができずに、困っている」
「…」
「Ａと関わらないようして欲しい、と
いったことをＣ部長に求めたのか？」
「…それは…Ｃ部長のご判断で…」
「ほう…それは、何が理由だろうか」
「…」
「Ａと一緒に仕事をしたくない…」
「…え、ええ…まぁ…」
「なぜ？Ａから嫌がらせを受けてい
る、とか…」
「そ、それは…」
「言えない！？…」
「…申し訳ありません…」
「言えないということは、理由がない
ということと同じだよ。それともＣ部
長には言えても、私には言えない…」
「…ごめんなさい…」
Ｄは動揺で体を震わせている。Ｂ課
長も、これ以上の詰問をしても、Ｄは
何も言わないだろうし、今度は自分か
らハラスメントをされた、などと言わ
れかねない、と考えた。
「ずいぶんＤを脅したようだが」
間もなく、呼び出したＢ課長に、Ｃ
部長は攻めるように問いかけた。
「脅すなど…ただ、状況がわからない
ということは、私としても…」
「Ｄには、しばらく休んでもらうこと
にした」
「えっ…そ、それは…」
「私の判断だ」
「ですが、私はＤに対して、何も…」
「彼女は少し会社から距離を置いたほ
うが良い、そういう判断だ」
「ですが…」
「君が何をしたから、どうこう、そう
いう問題ではない。安心したか？」
「い、いえ…」
「この問題については、これ以上関わ
らないでほしい」
「といっても、Ａは理由も無く…」
「もう少し状況を読んで、私を信頼し
ていてほしかったが…」
「部長を信頼していないなど…そんな
ことは…」
「まぁ、それはどうでもいい。いずれ
にしても、この問題は私預りとさせて
頂く。Ａに対しては…そうだな…下手
な動きをするな、それだけ伝えてくれ
れば分かるはずだ」
「下手な動きをするな、とは…私には
さっぱり…」
「私預りだ、と言っただろう」
「…」
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Ｂ課長は全く釈然としなかった。自
分が何か悪いことでもしたかのよう
に、Ｃ部長から、信頼云々などと問い
詰められ、今になって徐々に不愉快な
気持ちが湧き上がってきた。
Ａの言う通り、Ｃ部長はＤと何か深
い関係でもあるのか…具体的な理由も
無く、Ａの評価を下げるなど、理屈の
通らない話であることは自明だ。Ｄの
気持ちをＣ部長の私的な感情から、Ａ
の評価に反映させるなど、許されない
ことではないのか…Ｂ課長の気持ちは
高ぶっていた。
「やっぱり理由は分からない」
「そうでしたか」
Ａはフーッ、とため息をついた。
「だが、Ｃ部長は、妙なことを言って
いた」
「妙なこと…ですか？」
「うむ。お前に対して、下手な動きを
するな、とだけ伝えろと…」
Ａの体が、ぶるっと震えた。
「何か心当たりでもあるのか？」
「こ、心当たりと言われても…」
「そうだよな…私にも、関わるな、と
言われた」
「Ｂ課長にも…？」
「ああ。これは間違いなく何かがあ
る。Ｃ部長には悪いが、やはり問題と
して人事にも働きかけるべきかと」
「ですが、私にも、下手な動きをする
な、と…」
「Ｃ部長にとって都合の悪い問題が出
ないようにするための、けん制だ」
「…」
「俺が人事に働きかける」
「ですが…大丈夫でしょうか？」
「お前は何も心配することなど無いだ
ろう。問題がはっきりすれば、評価の
問題が解決する」
「…」
「Ｃ部長の対応にも、全く納得ができ
ない。正すべきは正すべきだ」
「そ、そうですね…」
「なんだ、気の無い返事だな」
「あまり、ことが大きくなるのは…」
「問題はＣ部長とＤだ。納得できない
んだろ？」
「…は、はい…」
「まぁ、いい。ことの成り行きを、ま
ずは見極めよう」
数日後Ｂ課長は、書面をそろえて人
事に対して、Ａの評価の問題の解決を
求めていた。
「理由が分からないというのは、問題
がありますね」
「そうなんです。Ｃ部長は私にも一切
の説明がなく…」
そこに人事部長のＥが話に割り込ん
できた。
「その話ですが…」
Ｅ人事部長は、それまでＢと話をし
ていた人事スタッフを下がらせた。
「Ｂ課長は、何も知らない、と…」

「ええ、Ｃ部長からは、この件につい
ては関わるなとだけ…」
「なんだ、Ｃ部長から聞いてるんじゃ
ないですか。その通りです。」
「聞いてる、って言っても…」
「それ以上は申し上げられない、とい
うことです」
「それじゃ、Ａの評価の理由にならな
いでしょう。人事も一枚かんでると
は、驚きましたね…」
「Ｂ課長ね、あなた正義感でいろいろ
されようとしてるのかもしれないけれ
ど、それは大間違いですよ」
「会社の方針には逆らうな、ですか」
「…困った人だ…」
「誰がですか？」
「あなたがですよ」
「正しいことが、なぜ…いつからこの
会社はブラックになったんですか！」
そう一言叫ぶと、Ｂ課長は人事部を
後にした。
「オイ、Ａ、徹底的に追及するべき
だ。どんな方法を使っても」
「どういうことですか？」
「この問題は会社ぐるみの策略だ」
Ａはその場にへたり込んだ。
「落胆してる場合じゃない。俺も一緒
に戦う。このままでは…」
「課長、もう、良いんです…」
「何も良くないだろ」
「ですから、もう良いんです…」
「何でだよ！？…」
肩を落として、トボトボと帰ってい
くＡを見ながら、自分はいったい何を
しているのか、Ｂ自身よく分からなく
なっていた。
それからしばらく、ＡもＢも、この
問題について特に触れようともせず、
何かバツの悪い雰囲気だけが残った。
そんなある日、Ａが、職場に入室す
るためのセキュリティーカードを紛失
した。Ａは自分の管理不注意を責めら
れたが、一方で、誰かが間違って持っ
ている可能性もある、ということで、
所持品の検査が、本人立会いの下で行
われることになった。職場の同僚らを
確認したが、何も出て来ない。
「ところで、自分のロッカーは？」
「私のロッカーにはありません」
「Ａ以外のみんなの私物はすでに確認
して、出て来ないんだから、自分のも
のも、もう一度確認したほうがいい」
そう言われ、Ａは、渋々自分のロッ
カーを確認することにした。
「アッ…」
Ａのロッカーから花柄のハンカチと
化粧ポーチがこぼれ落ちたところを見
逃さなかったＣ部長は、職場の全員を
下がらせた。
「Ａ、これは、Ｄのものだな…。…こ
ういうことだよ、Ｂ課長」
Ｂは、Ａというストーカーを、必死
に擁護しようとしていたことに、この
とき初めて気が付いた。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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